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西部地区社協だより 
回覧 

 

第２８４号 ２０２２年１１月号 

西部地区社会福祉協議会（西部福祉センター内） 

TEL７２－６６１６ FAＸ７２－６６１０ 

題字：安城西中学校 美術部 愛甲
あいこう

 柊
とう

次郎
じ ろ う

さん 

福釜町 長寿を祝う会 

9月に各町内で敬老会や敬老祝品の配布が行われました。 

福釜町では、９月１１日（日）に西部福祉センターで 3年ぶりに「長寿を

祝う会」が開催され、85歳以上の方が約 40人参加されました。当日は、

地元の安城西中学校の郷土芸能研究会の生徒による三河万歳も披露され、会

場はお祝いムードに包まれました。コロナ禍で短時間の開催でしたが、参加

者同士でお互いに近況報告をしながら交流していました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9月 2日（金）に、榎前町せせらぎ散策路の水路で、榎前町福祉委員会とえのきこど

も園が毎年恒例の「水遊び」を行いました。例年は、7月に開催していましたが、今年

は、明治用水頭首口で大規模漏水があったため通水が不安定だったので、9月に開催し

ました。 

当日は良く晴れた暑い日で、園児たちは水路に入って大はしゃぎでした。高齢者の皆

さんも「笹舟の作り方はどうだったかな」「指先がうまく動かんわ」と言いながらも、ワ

イワイと笹舟作りを楽しんでいました。出来上がった笹舟は園児たちが水路に流して、

流れていく笹舟を追いかけたり、見送ったりして楽しんでいました。 

 町内会評議員の皆さんが事前に水路や散策路の清掃を行ったので、安全に水遊びをす

ることができました。最後にみんなでおいしいジュースをいただきました。 

 

9月 17日（土）に、高棚町で 80歳以上の３７４人の皆さまに敬老祝品が配られ

ました。当日は、福祉委員や民生委員、町内の協議員、ブロック長の皆さまが各家庭

を訪問し、祝品とともに防犯チラシと脳トレプリントをお渡ししました。訪問しなが

ら「お元気ですか」「変わりないですか」と声かけをして安否確認も行いました。祝品

を受け取った高齢者からは、「元気にしてるよ」「なんとかやってるよ」「まあ、ほどほ

どだね」と様々な反応が返ってきました。「また来年も祝品を持ってくるからね」との

声かけには、「そうだね、元気でおらんといかんね」と笑顔で応えていました。 

 

 

 

 

 

 

 

園児と高齢者の交流～榎前町 せせらぎサロン～ 

 

笑顔もお届け～高棚町 敬老祝品配布～ 

笹舟づくり 

 

水路で遊ぶ園児たち 

 色々な形での交流～各町内の秋の活動風景～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9月 18日（日）に、ふれあい敬老会が開催されました。新型コロナウイルス感染

症対策として、二本木小学校と梨の里小学校の 2か所に分かれて実施しました。3年

ぶりの開催とあって、体育館にはこの日を楽しみにして 

いた大勢の方が集まりました。  

二本木小学校では、安城西中学校の郷土芸能研究会の 

生徒による「三河万歳」や安祥落語会による「落語」を、梨の里 

小学校では、日下織江さんによる「ピアノ演奏」を楽し 

みました。会の最後はビンゴ大会で大盛り上がりでした。 

「久しぶりだね」と再会を喜ぶ姿があちらこちらで 

見られ、その笑顔がとても素敵でした。 

 

 ９月４日（日）に、ジャンボかぼちゃコンクールが福釜町小栗会館で開催されまし

た。このイベントは、１０番組愛護会と福釜小栗会館が主催し、地域住民の親睦を深

めようと２００３年から始まり、今年で１９回目を迎え 

ました。梨農園の跡地を利用し、主催者の皆さんが４月 

頃に苗を植え付け、暑い夏の間も水やりや草取りなどの 

世話をしながら、この日を迎えました。 

 右の写真は、ジャンボ賞（金賞）と特別賞（明治用水 

理事長賞）をダブル受賞した小島君子さん（10番組） 

のかぼちゃで、なんと９３．６ｋｇ！！育てたご本人も 

「これまでで一番大きくてびっくり、嬉しい」と笑顔で 

お話してくれました。 

3年ぶりの開催～二本木連合 ふれあい敬老会～ 

ジャンボかぼちゃで交流～福釜町 ジャンボかぼちゃコンクール～ 

 

落語 

右：小島君子さん 

 

 ９月１７日（土）に、箕輪福祉委員会と環境保全会合同の空き缶・ごみ拾いが開催

されました。当日は、町内会事務所に集合した後に、4コースに分かれて、1時間程

度ごみ拾いをしました。 

自身や家族の近況報告、地域での出来事など、ごみを 

拾いながら、交流を楽しんでいました。 

 活動を終えた皆さんは、拾ったごみを町内会事務所に 

持ち帰りました。 

町内がきれいになり、交流して、歩いて体がほぐれた 

たせいか、出発前よりも皆さんの表情は明るくなってい 

るように感じました。 

環境美化活動×交流～箕輪町 空き缶・ゴミ拾い～ 

道沿いには 

たくさんのごみが 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


